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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、濾胞樹状細胞で発現する小さな分泌タンパク質をコードしています。このタンパク質は活性化B細胞に特異的に結合し、抗体反応の調節因子として機能します。また、癌細胞の遊走と浸潤を促進することで腫瘍転移に寄与すると考えられています。[RefSeq提供、2011年12月],機能：Bリンパ腫細胞の表面に結合しますが、Tリンパ腫細胞の表面に結合しません。これは、B細胞に作用する分泌メディエーターとしての機能と一致するものです。,組織特異性：扁桃腺、リンパ節、気管で豊富に発現し、前立腺で強い発現を示します。甲状腺、胃、結腸では発現が低くなります。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

